
子どもの心の診療ネットワーク事業
平成２３年度事業報告 

【山梨県】 

第７回こどもの心の診療拠点病院の整備に関する有識者会議 
平成２４年７月６日 

山梨県障害福祉課 吉留慶子   

資料５ 
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面積：４４６５．３㎢ （全国第３２位）   市町村数：２７ 
人口：８５７，６９０人(H23.10.1)  
出生数：６，６５１人  出生率７．８（全国８．５） 
  (H22年人口動態統計） 
１９歳以下の人口１６０，３５５人（１８．６％） 
  (H22年度国勢調査第１次基本集計） 

◎北病院 
◎あけぼの医療福祉センター 

◎こころの発達総合支援センター 
◎精神保健福祉センター 

都留児童相談所 
（都留クリニック） 富士ふれあい

センター 

◎は拠点機関 
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•発達障害者   
支援センター 
 

 

•発達障害者     
支援センター 
 

•発達障害者 
支援センター 

•子どもメンタル

クリニック                                                                          

診療 

（診断・治療
等） 

相談支援 

 （相談・発達支
援・就労等） 

       

地域支援 

（関係者コンサル
テーション等） 

 

研修・普及 
（人材育成等） 

こころの発達総合支援センター 
H2２年度まで 

H23年度～ 
ワンストップ実現 

（4つの機能） 

子どもメンタル 
クリニック 
（児童相談所内） 

発達障害者支援 
センター 
（障害者相談所内） 
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子どもの心の診療ネットワーク 

福祉 

保健 

教育 

医療 

こころの発
達総合支
援センター 

北病院 

精神保健
福祉セン

ター 

あけぼの
医療福祉
センター 

重症心身障害児施設・ 
肢体不自由児施設・ 
肢体不自由者更生施設 

精神保健の向上及び精神
障害者の福祉の増進を図る
ための機関 

精神科病院 
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子どもの心の診療支援（連携）事業 

事
業
内
容 

１．診療連携会議 年１回開催 

２．診療体制の強化 
こころの発達総合支援センターに 
精神科医１名心理士１名配置 

３．合同事例検討会 
 

病院・学校・地域関係者による事例検討会   
高校１回 中学１回 

評
価 

１．児童精神科医・小児科医・精神科医の診療連携の促進 
２．心の問題を持つ症例に対し、相談支援及び診療を実施 
  ＜平成23年度実績＞  
   【相談】延べ：４，２９２件 新規：５５５件（Ｈ22年度の4.5倍) 
     【診療】延べ：１，４０８件 新規：２７９件（Ｈ22年度の1.4倍）  
３．関係者間の理解と連携の強化 

今
後 

平成２４年度は平成２３年度同様に職員の配置を行い、診療・相談
を実施し、会議や事例検討会を開催する 
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子どもの心の診療関係者研修・育成事業 

事
業
内
容 

診療対応力研修 年２回実施  医師及び関連職種 123名参加 

先進地視察研修 京都市児童福祉センター 

心診療職種専門
研修 

年２回実施 
幼児期の支援に関する研修 関係者328名参加  
県民に対する公開シンポジウム 422名参加 

思春期症例カン
ファレンス 

年６回実施 
県立北病院思春期病棟に入院している症例につ
いて、拠点機関の医師を中心にした症例検討 

人材育成 後期臨床研修医・精神科医・小児科医の研修 

評
価 

１．研修により思春期のこころの問題に関する早期発見・早期支援
に結びつける知識や技術の向上につながっている 
２．先進地視察研修により、医師及び保健福祉等関係職員のさらな
る専門性の向上につながっている 
３．症例検討をとおし専門職としての資質の向上につながっている 

今後 平成２４年度も同様の規模での実施を計画している 
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子どもの心の診療関係者育成事業 
【県立北病院】 
 １．対象：後期臨床研修医 ２名 
 ２．内容：講義・カルテ・回診を介した指導 
       関係機関との連絡調整会議等への参加 等 
 ３．成果：後期臨床研修医が児童精神科医療に対する理解 
       を促進し興味を深める機会となっている 
 
【こころの発達総合支援センター】 
 １．対象：精神科・小児科医 
 ２．内容：センターの診療・相談への医師陪席・見学 
 ３．今後：臨床研修医、医学部学生の実習受け入れ、 
       センターの見学拡大、診療陪席など増加傾向 
       研修プログラムを作成していく予定 
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普及・啓発事業 

事
業
内
容 

子どもの心に関する講
演会とシンポジウム 

年１回開催 
一般県民、関係者等 １５３名参加 

図書の購入・貸出し 
こころの発達総合支援センターに図書を整
備し、関係機関や当事者・保護者等に情報
提供 

情報提供 
 

拠点機関において、ホームページを作成し
情報提供 
県の広報誌等への掲載 

評
価 

一般県民に対し、情報を伝える機会となっている。 
 

今
後 

平成２４年度も同様の実施を計画している 
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成果 

１．連携の促進・強化 

 ・児童精神科医・小児科医・精神科医の診療 
連携 

 ・教育、保健、福祉、医療の連携 

 ・拠点機関の連携 

２．知識・技術の向上 

３．普及啓発の推進 
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今後の展望 
早期発見と早期支援、ライフステージを通して一貫した支援 

妊娠期 乳幼児期 学童期・思春期 成人期 

こころの総合発達支援センター 

あけぼの医療福祉センター・精神保健福祉センター・北病院 等 

学校 保育所幼
稚園 

就労支
援機関 

市町村単位の支援体制づくり 

医療 
機関 

行政（保健・福祉・教育） 

地域住民組織 

地域作り 

福祉
施設 
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